


















要約 

 昭和 51 年 1 月 31 日鹿児島市立病院にて出生した山下家の「5つ子」の満 7才時の身体

計測値から身長については1年間の伸びは平均値以上ではあるが,第3子は10%tileであり,

第 5子は 25%tile であった。体重に関しては全員共に平均値以下であった。しかしながら

身長,体重共に異常という判定はされなかった。成長の評価としての Lohrer 指数はほぼ全

員“やせている"と判定された。 

 生活歴からは運動機能発達では全員集団的な運動を好み,個々の遊びでは男児は男児ら

しく,女児は女児らしい遊びをしていた。個性情緒発達では女児相互間に問題が残されてい

た。 


